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北大水産蒙報
36(3)， 83-86. 1985. 

ツルアラメ幼芽胞体内の核分裂

薮 烈*・能登谷正浩“

Nuclear Divisions in the Young Sporophytes of 

Ecklonia stolonifera Okam. 

Hiroshi YABU* and Masahiro NOTOYA叫

Abstract 

Dividing nuclei in young sporoph戸田 ofEck加叩 sω紛zすもTα Okam. (Laminariales， 
Phaeophyta) were observed. In on争celledparthenosporophyもes，七hehaploid chromosome 
number was determinedもobe n=30. Young sporophyもeswere frequently found to have 
irregular mitosis causing several nuclei wi七hina cell or metaphase to have one七oseveral odd 
chromosom田. The chromosome ∞unts indicated that diploid to haploid sporophyぬsm 
cul七ureoccurred with a raもioof about 3: 1 atもheone-田lledsωge and abou七4:1atthe
もwo・c地lledstage. 

日本海特産の種類であるツルアラメ CEckloniasωlon俳raOkam.)の染色体についてはOhmori

(1965)が遊走子嚢内の下位の細胞で2n=約62，遊走子嚢内の第1回核分裂で約31を見たと報告

している。筆者らは本種の幼芽胞体内の核分裂を観察していたところ，染色体数はn=30である

との結論に達した。 Yabu& Sanbonsuga (1981， 1985)と簸ら(1985)はコンブ科植物の遊走子

を培養すると幼芽胞体には正常体と共に単為発生体が生ずることを染色体数から確かめている

が，今回のツルアラメの場合にも同様のことが認められた。又，幼芽胞体細胞内の核分裂には屡々

異常のものがあった。

材料は 1984年 11月21日に青森県深浦町田野沢で水深20mの海底よりスキューバー潜水に

よって採集し，それを青森県水産増殖センターの実験室に持ち帰り，スライドグラス上に遊走子

を放出させて培養を開始した。培養には Grund改変の液CMcLachlan，1973)を使用し，培養条件

は15"0，2，000Iux， 14: 10の明暗期とした。培養開始後21日経た 12月14日に配偶体と芽胞体を

Table 1. Number of sporophyte examined for chromosome count 

Chromosome one-celled もwo-celled
number sporophyω sporophy七e

30 8 

ca 30 21 13 

岨 60 92 51 

* 北海道大学水産学部水産植物学教室
(Lαboraωry 01 M，α，rine Botαny， F，αculty 01 Fisheries， Hokkαido Un問問ty)
“ 青森県水産増殖センター
(Aψ耐ultureCenter， Aomo作 P向fecture)
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簸・能登谷 ツノレアラメの核分裂

• 
P 
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Figs. A・N. Mitosis in the young sporophy回 ofEcklon叫 S釦loniferaOkam 
A & B. Metaphase (2n=ca 60) in one-celled sporophy回s. C-G. Metaphase (n = 30) in 
one-celled sporophytes. E. Drawing of Fig. D. H. Me凶ph拙 e(2n = ca 60) in two-celled 
sporophyte. 1. Metaph酪e(n=ca30) inもwo-celledsporophy出 J.One-celled sporo 
phy臼 W叫hsix nuclei. K. Two-celled sporophy胞 withseveral nuclei in each cell. L & 
M. Two-celled sporophytes with metaphase carring one odd chro皿osome(arrow) in each 
cell. N. Metaphase with several odd chromosomes in the uppermost cell of sporophyte. 
O. Metaphase with one odd chromosome (arrow) in sporophyte 
Magnific叫ion:A-I L-O， Xl， 600; J & K. x400 

スライドグラスに付着したま与酢酸・アルコール(l:3)の混液に入れて固定し，酢酸・鉄・へ7

トキシリンの液 (Wiももmann，1965)で染色したところ， 1-2細胞期の幼芽胞体で核分裂中期の像

を得ることができた (Figs.A-I)。

Table 1はそれらの幼芽胞体で数えた染色体数を示したものである。この表で見られるように l

細胞期の芽胞体8個体で 30の染色が数えられた。又，本培養では正常体 (2n)と単為発生体 (n)

との出現頻度は I細胞期の芽胞体では約 3:1，2細胞期の芽胞体では約 4:1の比率であった。芽胞

体細胞内で見られた異常な核分裂の動行としては， 1細胞内に多数の核が存在するもの(Figs.J & 

K)，核分裂の際に l個又は数個の染色体が染色体群より離れて別行動をとっているもの(Figs，B， 
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G&L-O)があった。最近アラメ CEiseniab吋cl必CKjellm.)seもchell)では染色体数がn=30で，
しかも芽胞体内では上記と同じような異常核分裂が起ることを簸ら(1985)が報告しているが，こ

のことはコンブ科植物のなかで，ツルアラメとアラメが極めて近い関係にあることを示唆してい

るものと思われる。
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